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⑴
使
役
の
助
字
「
使
・
令
・
教
・
遣
・
俾
」
を
用
い
た
使
役
形

使ム二　
Ａヲ

シ
テ　
Ｂ（

セ
）一レ　
Ｃニ〔

ヲ
〕

読
Ａ
ヲ
シ
テ
Ｃ
ニ
〔
ヲ
〕
Ｂ
（
セ
）
し
ム
。

訳
Ａ
に
Ｃ
に
〔
を
〕
Ｂ
さ
せ
る
。

例
　
湯
　
使ム二　
人ヲ

シ
テ　
以テレ　
幣ヲ
　
聘セ一レ　
之ヲ
。　
　
書
湯た

う

人ひ
と

を
し
て
幣へ

い

を
以も

つ

て
之こ

れ

を
聘へ

い

せ
し
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訳
湯
王
は
使
者
に
贈
り
物
を
も
っ
て
こ
れ
を
招し

ょ
う

聘へ
い

さ
せ
た
。

・
使
・
令
・
教
・
遣
・
俾
は
す
べ
て
「
〜
し
ム
」
と
読
む
。
助
動
詞
と
し
て
訓
読
す
る
。

⑵
使
役
の
意
味
を
含
む
動
詞
「
命
・
説
・
遣
・
召
」
な
ど
を
用
い
た
使
役
形

命ジ
テレ　
Ａニ
　
Ｂ（

セ
）シ
ム

レ　�

Ｃニ〔
ヲ
〕

読
Ａ
ニ
め
い
ジ
テ
Ｃ
ニ
〔
ヲ
〕
Ｂ
（
セ
）
し
ム
。
　

訳
Ａ
に
命
令
し
て
Ｃ
に
〔
を
〕
Ｂ
さ
せ
る
。

・「
説と

キ
テ
〜
（
セ
）
シ
ム
」「
遣つ

か

ハ
シ
テ
〜
（
セ
）
シ
ム
」
の
よ
う
に
読
む
。

⑴
受
身
の
助
字
「
見
・
被
・
所
・
為
」
を
用
い
た
受
身
形

見る
・
ら
ル

レ　
Ａ（

セ
）

読
Ａ
る
。
／
Ａ
（
セ
）
ら
ル
。
　
訳
Ａ
さ
れ
る
。

・ 「
見る
レ　
放タ
（
放
た
る
）」「
被ら

ルレ　
害セ
（
害
せ
ら
る
）」「
所ら

ルレ　
制セ
（
制
せ
ら
る
）」「
為る
レ　
斬き

ラ（
斬

ら
る
）」
の
よ
う
に
読
む
。
受
身
の
助
動
詞
と
し
て
訓
読
す
る
。

⑵
置
き
字
「
於
・
于
・
乎
」
を
用
い
た
受
身
形

Ａル
・（
セ
）ラ
ル

二　
　
於
　
Ｂニ一　

読
Ｂ
ニ
Ａ
ル
。
／
Ａ
（
セ
）
ラ
ル
。
　
訳
Ｂ
に
Ａ
さ
れ
る
。

・「
治メ

ラ
ル

二　
於
　
人ニ一　（
人
に
治
め
ら
る
）」
の
よ
う
に
訓
読
す
る
。

・「
於
・
于
・
乎
」
と
「
見
・
被
・
所
・
為
」
を
併
用
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

⑶
慣
用
的
な
表
現
を
用
い
た
受
身
形

為ル二　
Ａノ
　
所ト一レ　
Ｂ（

ス
ル
）　

読
Ａ
ノ
Ｂ
（
ス
ル
）
と
こ
ろ
ト
な
ル
。

訳
Ａ
に
Ｂ
さ
れ
る
。

例
　
章
　
後ニ
　
為ル二　
王
　
莽ノ
　
所ト一レ　
殺ス
。　    

書

章し
や
う

後の
ち

に
王わ

う

莽ま
う

の
殺こ

ろ

す
所と

こ
ろ

と
為な

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訳
章
は
後
に
王お

う

莽も
う

に
殺
さ
れ
た
。

使
役

受
身

⑴
置
き
字
「
於
・
于
・
乎
」
を
用
い
た
比
較
形

Ａハ
　
Ｃ（

ナ
リ
）

二　
於
　
Ｂヨ

リ（
モ
）

一　

読
Ａ
ハ
Ｂ
ヨ
リ
（
モ
）
Ｃ
（
ナ
リ
）。
　

訳
Ａ
は
Ｂ
よ
り
も
Ｃ
で
あ
る
。

⑵
「
如
・
若
」
を
用
い
た
比
較
形

Ａハ
　
不
レ　
如カ
（
若
）レ　
Ｂニ

読
Ａ
ハ
Ｂ
ニ
し
カ
ず
。
訳
Ａ
は
Ｂ
に
及
ば
な
い
。

⑶
「
莫
・
無
」
を
用
い
て
最
上
級
を
表
す
比
較
形

莫シ
（
無
）レ　
如ク

ハ（
若
）レ　
Ａニ

読
Ａ
ニ
し
ク
ハ
な
シ
。
訳
Ａ
に
及
ぶ
も
の
は
な
い
。

例
　
知ル

ハレ　
臣ヲ
　
莫シレ　
如ク

ハレ　
主ニ
。　
　
書
臣し

ん

を
知し

る
は
主し

ゆ

に
如し

く
は
莫な

し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訳
臣
下
を
知
る
こ
と
に
お
い
て
、
君
主
に
及
ぶ
も
の
は
な
い
。

⑴
比
較
の
助
字
「
与よ
リ
ハ

 

」
を
用
い
る
選
択
形

与リ
ハ二　

其ノ
　
Ａ（

セ
）ン

一　
寧ロ
　
Ｂ（

セ
）ン
・
セ
ヨ
・
ナ
レ

読
そ
ノ
Ａ
（
セ
）
ン
よ
リ
ハ
む
し
ロ
Ｂ
（
セ
）
ン
。

訳
Ａ
す
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
Ｂ
す
る
方
が
い
い
。

例
　
与リ

ハ二　
人ノ
　
刃セ

ン一レ　
我ヲ
、
寧ロ
　
自
　
刃セ

ン。　

　
　
　
　
　
　
　
書
人ひ

と

の
我わ

れ

を
刃じ

ん

せ
ん
よ
り
は
、
寧む

し

ろ
自じ

刃じ
ん

せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
訳
人
が
私
を
殺
し
て
し
ま
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
自
刃
す
る
方
が
い
い
。

⑵
「
寧
・
孰
」
を
用
い
た
選
択
形

寧ロ
　
Ａ（

ス
）ト
モ、
無な

カ
レレ　
Ｂ（

ス
ル
）〔
コ
ト
〕

読
む
し
ロ
Ａ
（
ス
）
ト
モ
、
Ｂ
（
ス
ル
）〔
コ
ト
〕
な
カ
レ
。

訳
む
し
ろ
Ａ
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
Ｂ
し
て
は
な
ら
な
い
。

Ａハ
　
孰
　
与レ

ゾ（
孰
　
若
）
Ｂニ一　
読
Ａ
は
Ｂ
に
い
づ
レ
ゾ
。

訳
Ａ
は
Ｂ
に
比
べ
て
ど
う
か
。

例
　
坐シ

テ　
而
　
待ツ

ハレ　
亡ブ

ル
ヲ、

孰
　
与レ

ゾ　
伐ツ

ニ一レ　
之ヲ
。
　

　
書
坐ざ

し
て
亡ほ

ろ

ぶ
る
を
待ま

つ
は
、
之こ

れ

を
伐う

つ
に
孰い

づ与
れ
ぞ
。

　
訳
座
っ
て
滅
ぶ
の
を
待
つ
の
と
、
伐う

っ
て
出
る
の
と
で
は
ど
ち
ら
が
よ
い
か
。

比
較

選
択

二

─

二

基

本

事

項

第

　

第

　

    

講講
66

使
役
・
受
身
・
比
較
と
選
択

使
役
・
受
身
・
比
較
と
選
択
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題
例

　
�　

次
の
各
漢
文
を
書
き
下
し
文
に
改
め
よ
（
一
部
送
り
仮
名
を
省
略
し
た
と
こ
ろ
が
あ

る
）。

　
⑴
　
使
二　
使つ

か
ヒ　
之ゆ

キレ　
楚ニ
　
請ハ一レ　
救ヒ

ヲ。

　
　
　〔 

〕

　
⑵
　
太た
い

　
宰さ

い

　
伯は

く

　
嚭ひ

　
受ケ二　
越ノ
　
賂ま

ひ
な
ヒ
ヲ

一、
説キ

テ二　
夫ふ

　
差さ

ニ一、
赦ゆ

る
サレ　
越ヲ
。

　
　
　〔 

〕

　
⑶
　
昔
　
者
　
弥び

　
子し

　
瑕か

　
見
レ　
愛
二　
於
　
衛
　
君
一。

　
　
　〔 

〕

　
⑷
　
牛ぎ
う

　
缺け

つ
ハ　

為
二　
盗ノ
　
所
一レ　
奪フ
。

　
　
　
　
　（
注
）
牛
缺
＝
人
名
。

　
　
　〔 

〕

　

�　

書
き
下
し
文
を
も
と
に
、
各
漢
文
に
返
り
点
を
付
け
よ
（
送
り
仮
名
は
不
要
）。

⑴
　
文ぶ
ん

帝て
い

嘗
て
東と

う

阿あ

王わ
う

を
し
て
七し

ち

歩ほ

の
中う

ち

に
詩
を
作
ら
し
む
。

　
　
　
文
　
帝
　
嘗
　
令
　
東
　
阿
　
王
　
七
　
歩
　
中
　
作
　
詩
。

⑵
　
惆ち

う

悵ち
や
う

す
滄さ

う

江か
う

の
上ほ

と
り

、
西せ

い

風ふ
う

客
を
し
て
醒さ

め
し
む
。

　
　
　
惆
　
悵
　
滄
　
江
　
上
、
西
　
風
　
教
　
客
　
醒
。

⑶
　
金き

ん

人ひ
と

の
汴べ

ん

に
至
り
、
宗そ

う

澤た
く

の
敗や

ぶ

る
所
と
為
る
。

　
　
　
金
　
人
　
至
　
汴
、
為
　
宗
　
澤
　
所
　
敗
。

⑷
　
厚
き
者
は
戮り

く

せ
ら
れ
、
薄
き
者
は
疑
は
る
。

　
　
　
厚
　
者
　
為
　
戮
、
薄
　
者
　
見
　
疑
。

⑸
　
心
を
労
す
る
者
は
人
を
治
め
、
力
を
労
す
る
者
は
人
に
治
め
ら
る
。

　
　
　
労
　
心
　
者
　
治
　
人
、
労
　
力
　
者
　
治
　
於
　
人
。

1

む

か

し

2

　

�　

次
の
各
漢
文
を
書
き
下
し
文
に
改
め
よ
（
一
部
送
り
仮
名
を
省
略
し
た
と
こ
ろ
が
あ

る
）。

　
⑴
　
百
　
星
　
之
　
明モ
、
不
レ　
如
二　
一
　
月
　
之
　
光ニ一。

　
　
　〔 

〕

　
⑵
　
輔ケレ　
世ヲ
　
長タ

ル
ハ

レ　
民ニ
　
莫
レ　
如
レ　
徳ニ
。

　
　
　〔 

〕

　
⑶
　
天
　
下
　
之
　
物
、
莫
三　
柔
　
弱ナ

ル
ハ　

於
　
水ヨ

リ一。

　
　
　〔 

〕

　
⑷
　
礼ハ
　
与
レ　
奢ナ

ラ
ン　
也
、
寧
　
倹ナ

レ。

　
　
　〔 

〕

　
⑸
　
寧
　
為ル
ト
モ

二　
刑
　
罰ノ
　
所
一レ　
加ハ

ル、
不
レ　
為ラ二　
陳
　
君ノ
　
所
一レ　
短そ

し
ル。

　
　
　〔 

〕

　
⑹
　
公
　
之
　
視み
ル
コ
ト

二　
廉
　
将
　
軍ヲ一、
孰
　
与
　
秦
　
王ニ一。

　
　
　〔 

〕

　

�　

書
き
下
し
文
を
も
と
に
、
各
漢
文
に
返
り
点
を
付
け
よ
（
送
り
仮
名
は
不
要
）。

⑴
　
季き

氏し

周し
う

公こ
う

よ
り
も
富と

め
り
。

　
　
　
季
　
氏
　
富
　
於
　
周
　
公
。

⑵
　
地ち

を
益ま

す
は
信し

ん

を
益ま

す
を
之こ

れ
務つ

と

む
る
に
如し

か
ざ
る
な
り
。

　
　
　
益
　
地
　
不
　
如
　
益
　
信
　
之
　
務
　
也
。

⑶
　
其そ

の
聚し

う

斂れ
ん

の
臣し

ん

有あ

ら
ん
よ
り
は
、
寧む

し

ろ
盗た

う

臣し
ん

有あ

れ
。

　
　
　
　
　（
注
）
聚
斂
之
臣
＝
民
に
重
税
を
課
し
て
き
び
し
く
取
り
立
て
る
よ
う
な
家
臣
。

　
　
　
与
　
其
　
有
　
聚
　
斂
　
之
　
臣
、
寧
　
有
　
盗
　
臣
。

⑷
　
寧む

し

ろ
君く

ん

子し

に
過く

わ

な
る
も
、
小せ

う

人じ
ん

に
失し

つ

な
る
こ
と
毋な

か
れ
。

　
　
　
　
　（
注
） 

過 

＝
有
徳
の
人
物
を
高
い
地
位
に
つ
け
な
い
過
ち
。

　
　
　
　
　
　
　 
失
＝
徳
の
な
い
人
物
を
高
い
地
位
に
つ
け
る
失
策
。

　
　
　
寧
　
過
　
於
　
君
　
子
、
而
　
毋
　
失
　
於
　
小
　
人
。

⑸
　
趙て

う

を
救す

く

ふ
は
、
救す

く

ふ
勿な

き
に
孰い

づ与
れ
ぞ
。

　
　
　
救
　
趙
、
孰
　
与
　
勿
　
救
。

3

二

二

4
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次
の
漢
文
の
傍
線
部
は
す
べ
て
人
物
名
を
表
す
。
後
の
動
詞
の
う
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人

物
の
動
作
を
表
す
動
詞
を
選
び
、
○
で
囲
め
。

　
⑴
　
相
　
如
　
顧ミ
テ　

召シ二　
趙ノ
　
御
　
史ヲ一、
書セ

シ
メ
テ　

曰ク
。

　 

〔
　
召
　
・
　
書
　
〕

　
⑵
　
相
　
如
　
顧ミ
テ　
召シ二　
趙ノ
　
御
　
史ヲ一、
書セ

シ
メ
テ　
曰ク
。

　 

〔
　
召
　
・
　
書
　
〕

　
⑶
　
昭
　
公
　
為リ二　
季
　
氏ノ
　
所ト一レ　
逐お

フ、
出い

デ二　
於
　
斉ニ一、
国
　
果シ

テ　
空
　
虚ト

ナ
ル。

　 

〔
　
逐
　
・
　
出
　
〕

　
⑷
　
昭
　
公
　
為リ二　
季
　
氏ノ
　
所ト一レ　
逐フ
、
出デ二　
於
　
斉ニ一、
国
　
果シ

テ　
空
　
虚ト

ナ
ル。

　 

〔
　
逐
　
・
　
出
　
〕

　
⑴ 

⑵
　
使
役
の
文
。
誰
が
「
召
」
し
、
誰
が
「
書
」
い
た
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
語

を
明
確
に
し
よ
う
。

　
⑶ 

⑷
　
受
身
を
含
む
文
。
誰
が
「
逐
」
い
、
誰
が
「
出
」
た
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主

語
を
明
確
に
し
て
事
実
関
係
を
確
認
し
よ
う
。

　
　

現
代
語
訳
を
も
と
に
、
各
漢
文
に
返
り
点
を
付
け
よ
（
送
り
仮
名
は
不
要
）。

⑴
　
項
王
は
都と

尉ゐ

陳ち
ん

平ぺ
い

に
沛は

い

公こ
う

を
召
し
に
行
か
せ
た
。
　

　
　
　
項
　
王
　
使
　
都
　
尉
　
陳
　
平
　
召
　
沛
　
公
。

⑵
　
天
祥
は
捕
ら
え
ら
れ
、
毒
を
飲
ん
だ
が
死
ね
な
か
っ
た
。

　
　
　（
注
）
執
＝
と
ら
フ
。
　
　
脳
子
＝
毒
薬
。

　
　
　
天
　
祥
　
被
　
執
、
吞
　
脳
　
子
　
不
　
死
。

⑶
　
無
実
の
者
を
殺
す
よ
り
は
、
む
し
ろ
法
の
運
用
に
問
題
が
あ
る
方
が
ま
し
だ
。

　
　
　（
注
） 

不
辜
＝
無
実
の
者
と
い
う
意
味
の
熟
語
。

　
　
　
　
　 

不
経
＝
（
法
に
照
ら
し
て
）
筋
が
通
ら
な
い
こ
と
と
い
う
意
味
の
熟
語
。

　
　
　
与
　
其
　
殺
　
不ふ

　
辜こ

、
寧
　
失
　
不
　
経
。

1
ヒ
ン
ト

2

　
⑴
　「
使
」
が
ど
の
動
詞
に
つ
い
た
ら
い
い
か
を
考
え
る
。

　
⑵ 

　「
捕
ら
え
ら
れ
た
」「
飲
ん
だ
」「
死
ね
な
か
っ
た
」
の
三
つ
の
述
語
動
詞
に
分

け
て
考
え
る
。

　
⑶
　
比
較
の
文
で
、「
殺
不
辜
」
と
「
失
不
経
」
が
比
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　

空
欄
に
適
切
な
語
句
を
書
き
、
現
代
語
訳
を
完
成
さ
せ
よ
。

　
⑴
　
師ハ
　
不
三　
必ズ

シ
モ　

賢ナ
ラ二　

於
　
弟
　
子ヨ

リ一。

　
　
師
が
必
ず
し
も
〔 

〕。

　
⑵
　
為ル
コ
ト

レ　
将ト
　
数
　
歳ナ

ル
モ、

反ツ
テ　

不ルレ　
如カ二　
一
　
豎じ

ゆ

　
儒じ

ゆ

　
之
　
功ニ一　
乎
。

　
　
　
　
　（
注
）
豎
＝
若
い
こ
と
。「
豎
」
は
若
い
男
性
を
軽
ん
じ
て
言
う
言
葉
。

　
　
将
軍
と
な
っ
て
数
年
に
な
る
の
に
、
か
え
っ
て
一
人
の
若
い
学
者
の
功
績
に

　
　〔 

〕。

　
⑶
　
終
　
身
　
之
　
計ハ
、
莫シレ　
如ク

ハレ　
樹う

ウ
ル
ニ

レ　
人ヲ
。

　
　
　
　
　（
注
）
樹
人
＝
人
を
育
て
る
こ
と
。

　
　
一
生
の
計
画
な
ら
、〔 

〕。

　
⑷
　
子
　
曰ク
、
奢ナ

レ
バ　

則チ
　
不
　
遜ナ

リ。
倹ナ

レ
バ　

則チ
　
固ナ

リ。
与リ

ハ二　
其ノ
　
不
　
遜ナ

ラ
ン

一　
也
、
寧ロ
　
固ナ

レ。

　
　
先
生
が
言
っ
た
、
ぜ
い
た
く
は
不
遜
に
な
る
。
倹
約
は
頑
固
に
な
る
。〔

 

〕。

　
⑸
　
与リ
ハ二　

其ノ
　
生キ

テ　
而
　
無カ

ラ
ン

一レ　
義
、
固も

と
ヨ
リ　

不
レ　
如カレ　
烹に

ラ
ル
ル
ニ

。

　
　
　
　
　（
注
）
無
義
＝
道
を
踏
み
外
す
こ
と
。
　
　
烹
＝
釜
ゆ
で
の
刑
で
殺
さ
れ
る
こ
と
。

　
　〔 

〕。

　
⑴
　「
不 

必ズ
シ
モ

 

〜
」
は
部
分
否
定
。

　
⑵
　「
不ルレ

 

如カ 

〜
乎
」
の
形
に
注
意
す
る
。

　
⑶ 

　
⑵
「
不ルレ

 

如カ 

〜
乎
」の
形
と「
莫シレ

 

如ク
ハ

 

〜
」の
形
を
比
較
し
て
意
味
を
考
え
よ
う
。

　
⑷ 

　「
与リ

ハ二

 
其ノ
〜
一、
寧ロ 

〜
」
の
形
で
「
不
遜
」
と
「
固
」
を
比
べ
て
い
る
こ
と
に
注

意
す
る
。

　
⑸
　
⑷
と
同
じ
「
与
其
」
で
始
ま
っ
て
い
る
。

ヒ
ン
ト

3
ヒ
ン
ト

演

習

問

題

演

習

問

題
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文
侯
の
治
世
で
国
力
を
蓄
え
た
魏
だ
が
、
文
侯
没
後
、
宰
相
を
拝
命
し
た
の
は
軍
功
の

あ
る
呉ご

起き

で
は
な
く
、
儒
家
の
田で

ん

文ぶ
ん

だ
っ
た
。
次
の
文
章
は
そ
の
頃
の
こ
と
を
記
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
後
の
問
に
答
え
よ
（
設
問
の
都
合
で
訓
点
を
省
い
た
と
こ

ろ
が
あ
る
）。

　
　
魏
　
置キレ　
相ヲ
、
相ト
ス二　
田で
ん

　
文ぶ
ん
ヲ一。
呉ご

　
起き

　
不
レ　
悦よ
ろ
こ
バ。
謂ヒ
テ二　
田
　
文ニ一　

曰ク、
請フ
　
与
レ　
子
　
論ゼ
ンレ　
功ヲ
。
可ナ
ラ
ン　
乎ト
。
田
　
文
　
曰ク、
可ナ
リ
ト。
起
　
曰ク、

将ト
シ二　
三
　
軍ニ一、
使ム
ル
ハ

下　
士
　
卒ヲ
シ
テ　
楽ね
が
ヒレ　
死ヲ、
敵
　
国ヲ
シ
テ　
不ラ中　
敢ヘ
テ　
謀ラ上、  

子
　

孰
　
与
　
起
。
文
　
曰ク、
不トレ　
如カレ　
子ニ
。 

起
　
曰ク、
治メ二　
百
　
官ヲ一、
親シ
マ
シ
メ

二　

万
　
民ヲ一、
実み
タ
ス
ハ

二　
府
　
庫ヲ一、
子
　
孰
　
与
　
起
。
文
　
曰ク、
不トレ　
如カレ　
子ニ
。

起
　
曰ク、
守リ
テ二　

西
　
河ヲ一、
而
　
秦ノ
　
兵ヲ
シ
テ　

不
二　
敢ヘ
テ　

東ニ
　
郷む
か
ハ一、
韓
・
趙ヲ
シ
テ　

賓
　
従セ
シ
ム
ル
ハ、
子
　
孰
　
与
　
起
。
文
　
曰ク、
不トレ　
如カレ　
子ニ
。
起
　
曰ク、
此レ
　

三み
ツ
ノ　

者
、
子
　
皆
　
出ヅ二　
吾ガ
　
下し
も
ニ一。

而ル
ニ　

位
　
加ハ
ル
ハ

二　
吾ガ
　
上か
み
ニ一、

何ゾ
　
也ト。

文
　
曰ク、
主
　
少わ
か
ウ
シ
テ　

国
　
疑ヒ
、
大
　
臣
　
未ダレ　
附カ、
百
　
姓
　
不
レ　
信ゼ
。

方あ
た
リ
テ

二　
是
　
之
　
時ニ一、
属セ
ン二　

之ヲ
　
於
　
子ニ一　
乎
。
属セ
ン二　

之ヲ
　
於
　
我ニ一　
乎ト
。

起
　
黙
　
然タ
リ。
良や
や

　
久シ
ク
シ
テ　

曰ク、
属セ
ン
ト

二　
之ヲ
　
子ニ一　
矣
。
文
　
曰ク、
此レ
　
乃チ
　

吾ガ
　
所
　
以
　
居を
ル二　
子
　
之
　
上ニ一　
也ト。
呉
　
起
　
乃チ
　
自ラ
　
知ルレ　
弗ル
ヲレ　

如カ二　
田
　
文ニ一。 

（「
史
記
」
孫
子
呉
起
列
伝
）

（
注
）　 

楽
死
＝
命
を
捨
て
て
戦
い
た
い
と
思
う
。
　
　
謀
＝
侵
攻
を
く
わ
だ
て
る
。
手
出
し
す
る
。

　
　
　 

東
郷
＝
東
に
向
か
う
。
秦
か
ら
見
て
魏
は
東
に
あ
る
。
　
　
賓
従
＝
心
か
ら
従
う
。
服
従
す
る
。

4

①

②

③

④

三

⑴
　
傍
線
部
①
を
現
代
語
訳
せ
よ
。

　〔 

〕

⑵ 

　
傍
線
部
②
は
「
あ
な
た
と
起
（
私
）
で
は
ど
ち
ら
が
上
か
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

す
べ
て
ひ
ら
が
な
で
書
き
下
し
文
に
改
め
よ
。

　〔 

〕

⑶ 

　
傍
線
部
③
は
「
あ
な
た
に
及
ば
な
い
」
と
い
う
意
味
だ
が
、
誰
が
誰
に
及
ば
な
い
の

か
、
文
章
中
の
語
句
を
用
い
て
説
明
せ
よ
。

　〔 

〕

⑷ 

　
傍
線
部
④
に
つ
い
て
「
之
を
子
に
属
す
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
そ
の
説
明
と
し

て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ア
〜
エ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。

　
ア
　
国
の
宰
相
を
田
文
に
任
せ
る
こ
と
。

　
イ
　
国
の
宰
相
を
呉
起
に
任
せ
る
こ
と
。

　
ウ
　
国
難
の
責
任
を
田
文
に
取
ら
せ
る
こ
と
。

　
エ
　
国
難
の
責
任
を
呉
起
に
取
ら
せ
る
こ
と
。

 

〔
　
　
　
　
〕

⑸ 

　
こ
の
文
章
の
内
容
と
合
致
す
る
も
の
を
、
次
の
ア
〜
オ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号

で
答
え
よ
。

　
ア
　
呉
起
と
田
文
は
と
も
に
三
軍
を
率
い
軍
功
を
積
み
上
げ
た
。

　
イ
　
田
文
は
役
人
を
ま
と
め
、
国
政
の
安
定
に
寄
与
し
た
。

　
ウ
　
秦
は
魏
に
攻
め
入
る
も
国
境
を
侵
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　
エ
　
田
文
は
呉
起
に
功
績
の
な
い
こ
と
を
詰
め
寄
ら
れ
沈
黙
し
た
。

　
オ
　
呉
起
は
現
状
で
は
田
文
に
か
な
わ
な
い
と
自
覚
し
た
。

 

〔
　
　
　
　
〕
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